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戦後盲学校理 科教 育 に お け る実験 ・観察学習の

　　　　　展 開過程 に関 す る文献 的研究

鳥山　 由子

　本研 究 で は 、 戦前 の 盲学校で 不 可能 と され て い た理科 の 実験 が 、戦後、 ど の よ うな

歴 史的変遷 を経て 、今 日 の よ うな実験 ・観察を当然 とす る盲学校理 科教 育に な り得 た

の か に つ い て 、文献 に よる研究を行 っ た。そ の 結果、 1950年代か らの 約50年間に 、 文

部省、盲学校教員 、 理科教育研究者な どが協力 し、 意欲的な実践研 究 と体制整備が急

速 に進 ん だ こ とが 明 らかに な っ た 。 時代別 にみ る と、50年代 に は、盲児童生徒の 実験

の 困難 さが 実践 の 巾で具体的に 認識 され た こ と、60年代は、感光器 をは じめ とす る盲

人用 実験器具 の 開発に よ っ て 物理 ・化 学の 実験が 可能 に な っ た こ と 、 70年代 以降 、 指

導法の 実践研 究が進み 、 物 理 ・化学 だ けで な く、生物の観察学習に お い て も、盲児童

生徒 の 特性 をふ まえた指導 の あ り方に進展が あ っ た こ とな ど、各時代 の 到達点 が 明 ら

か にな っ た。

キ ー ・ワ ー ド　 盲学校　理科教育　実験 ・観察　教材教 具　指導法

1．研究の 目的 と方 法

　 1 ．研究 の 目的

　理科の 授業 に お い て は 、実験 や 観察が 欠 くこ

と の で きな い 活動 に な っ て い る 。 盲学校 にお い

て も、小 ・中 ・高等学校 に準 じて 、理科の 授業

は実験 ・観察 に よ っ て 実証的 に進 め られる べ き

もの で ある 。 さらに 、自児童生徒 の 日常的 な 自

然体験が 、一般 の 児童生徒に くらべ て少な くな

りが ちで あ る こ とか ら、実験 ・観察に よ っ て 視

覚障害児の 自然体験 の 不足 を補 う必要性 も指摘

されて い る （文部省 1986）。

　 しか し 、 戦前 の 盲学校 に お い て は、物 理 や 化

学の 実験 は 不可能 とされ、口頭で の 自然事象の

説 明 に と どま る 、
い わ ゆる 「お 話 し理科」 がや

む を得な い もの と考え られ て い た 。 1947 （昭和

22）年の 学校教 育法の 施行に よ っ て 、 盲学校 の

教科教 育は一般の 学校 に準ず る とい う教 育課程

編 成 の基本方針が 立 て られ た 。 こ れ に伴 っ て 、

筑波大学 大 学院人 間総合科学研究科

戦前 の 「お話 し理科」 を改 め よ うと 、 文部省 に

よる研 究指定や 理科教育の環境整備が急速 に進

め られ 、盲学校の 理 科 の 教 師に よる実践 の 発表

も見 られ る よ うに な っ た 。

　 こ の よ うな 官民
一

体 の と り くみ に よ っ て 、

1967 （昭和 42）年 に 、 実験 ・観察の 指導書 とし

て、文部省編 「盲学校理 科　実験 と観察　盲児

童生 徒編」が発行 された 。 また 、 各地 の 盲学校

か ら 、 教材 ・教具 の 開発 事例や授 業実践事例が

報告 されて い る。 また、1970年代 に は、1967年

の 指導書で は ほ とん ど触れ られ て い な か っ た 、

生物の 実験 ・観察の 実践 も急速 に進 ん だ 。

　 1980年代 に は 、 文部省編 「観察 と実験 の 指導」

の 発 行 、 盲生徒 の 理科系大学 へ の 進学、筑波大

学公 開講座 「盲 ・弱視児童生 徒理科 実験指導研

修講座」の 開設、 日本視 覚障害理科教 育研 究会

（Japanese　 Association　 of 　Science　 Education

for　the　Blind：JASEB）の 発足な ど、盲学校の

理科教育 は他 の 教科 を し の ぐ急速 な発 展 を遂げ

た 。
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　こ の よ うに 、 理科は 、盲学校の 教科教育 の 中

で 遅 れて 出発 しな が ら急速に発展 した教科で あ

る 。 そ こ で 、盲学校 理科 教育が ほ ぼ現在 の 形 に

な っ た 1980年代 まで の 、 戦後約 50年 間に累積 さ

れ た 理科 の 教科指導に 関 わ る専 門性に つ い て 、

ま とめ て お く必要 性 は 大 きい と考え ら れ る が 、

戦後の 盲学校理科教 育の 歴史 を 、 総合的 、 か つ

詳細 に検討 した先行研究 は見 当た らな い 。

　そ こ で本研究 で は、戦後の 盲 学校 教育の 中で 、

視覚 障害児童生 徒の 理科実験 と観察の 困難 さが

どの よ うに認識 され 、 教 育現場で は ど の よ うな

対応 が な され、学 習指導要領等 に は どの よ うに

反 映 され て きた の か を、年代 を追 っ て 整理 し、

戦後 の 盲学校理科教 育 の 発展 の 要 因を明 らか に

す る こ と を 目的 とす る。

　なお 、 本研究 で は、他 の 障害 を併せ 持 た な い

視覚 障害 生徒 の うち 、 主 と して 、 視覚 に よ る観

察
・
実験が不可 能な盲児童生 徒 を対象に した 指

導法 に つ い て検討 す る 。 しか し、弱視児童生徒

の 実験 ・観察に お い て も視覚以 外の 感覚の 活用

は必須 で あ り、 本研 究で 取 り上 げた教育実践 は

弱視生徒の 指導 と も深 く関わ る もの で あ る 。

　 2．使用 する文献

　本研究 は文献研 究で あ り、 以 下 の 資料 を用 い

る 。

　　  盲 学校学習指導要領及 び 同解説 （1957年

　　　の 第
一
次盲学校学習指導要領か らユ999年

　　　 の 盲学校 ・聾 学校 ・養護学校学習指導 要

　　　領 まで）

　　  文部省編 「盲学校 理科実験 と観察　盲児

　　　童生 徒編」 （1967）、文部省編 「観察 と実

　　　験 の 指導」 （1986）

　　  以 下 の 雑誌 に掲載 され た 盲学校 理 科教育

　　　に 関す る論文 ・実践研 究報告等

　　 「化 学 教 育」、 「生 物 教 育」、 「物 理教 育 」、

　　「理科の 教 育」、 「科学の 実 験」、 「ど うぶ つ

　　 と動物 園」、 「採集 と飼育」、「数学 セ ミナー」、

　　「ア ニ マ 」、 「博 物 館 研 究 」、「Journal　 of

　　Chemical　Education」

　　  大学 の 研究紀要 に掲 載 された 盲学校理科

　　　教育に 関す る論文

　　  理科の 研 究指定 を受けた 盲学校の 研 究報

　　　告 書、盲学校 の 研究紀要 に掲載 された理

　　　科 に関する報告等

　　  全 日本盲教育研 究大会等 の 大会報告書に

　 　　記 載 された 理科 教育関係 の 報告

　　  「東 レ理科教育賞受賞作晶集」等の 受賞

　　　作品集 に掲載され た盲学校理科教育に 関

　　　す る作品

　 3　 研 究対 象 とす る期間および 時代区分

　研究対象 とす る期間 は 、 学校教育法 が施行 さ

れ た 1947 （昭和22）年か ら、盲学校の 理科教育

が ほ ぼ 現在 の 形 に な っ た 1980 年代 まで とす る

が 、 大学進学 に 関 して は 1990年代 を含め る こ と

とする 。

　 また 、 そ の 間を、次 の 4 つ の 時代 区分 で 検討

する 。

　　  1947年か ら1950年代 ま で

　　戦後の 盲学校理 科教 育の 始動期 と も言 え

　 　る 。

　　文部省の 指導 と相ま っ て、理科 の 実践研 究

　　が始 ま り、 盲生 徒 の 視覚以 外の 感覚が 着 目

　 　 されたが 、 指導理念や 方法 は確立 されて い

　 　なか っ た 。

　　  1960年代

　　盲学校理 科教育の 基礎確立期 とも言 える。

　　1950年代か らの 実践研 究を 反 映 し て 、 1964

　　〜ユ966 （昭和 39〜41） 年に 改訂 され た 盲学

　 　校学 習指導要領 に 、

一
般学校 と同等 の 理科

　　教育 を行 うこ とが 明記 され 、指導書や 実験

　 　機器 の 整 備が 進め られ た。

　　  1970年代

　 　盲学校 理科教育の 充実期 と も言 える。

　　60年代 に は未完成 で あ っ た 部分 が補足 され

　　て準ずる教 育と し て の 盲学校理 科教育の 体

　　系が 出来上 が っ た 時期 で あ る 。

　　  1980年代

　　盲学校理科教育 の 発展期 とい える 。

　　盲学校理科 教育の 指導者研修 として、筑波

　　大学 の 公 開講座 が 始 ま り、 盲学校理科教 師

　　を中心 とする 口本 視覚障害理科教育研 究会

　　が 発足 した 。 また 、こ の 時期に始ま っ た盲
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生 徒 の 大学 の 理系 学部 へ の 進学 に伴 い 、盲

学校 と進 学先 の 大学 との 連 携が 生 まれ た 。

また、大学進学の 実現の 過程で は外国の 先

行事例 が大 きな影響力 を持 っ た 。

皿　 結 　 　果

　1．1950年代ま での 盲学校の理 科教育

　 （1） 学習指導要領等にお け る理 科の 記述 の

　　　 特色

　1947 （昭和 22）年か ら施行 され た学校教育法

に よ っ て、盲学校 の 教 育課程は
一

般 の 小 ・中 ・

高等学校の 教 育課程 に準ずる とい う基本方針が

定め られ た 。 これ を受けて 、 文部省で は 、 1949

（昭和 24 ）年 に 「盲学 校教 育 課程研 究 協 議会 」

を設置 して 、盲学校 にお け る教 育課程の 編成 に

関する研究 を 開始 し、「盲学校教育課程 ・小学

部編 （案）」 を作成 した 。 しか し、なお 検討す

る 問題 もある こ とな ど を理 由に 文部省で 正式に

発表す る形 を と らず 、 便宜上青鳥会か ら発 行 さ

れ た 。 こ の 巾で は、理科 の指導 上の注意 として 、

花や 魚等の 実物の 観察の 必 要性 と、観察の 指導

方法が 具体的 に示 され て い る 。

　 さ ら に 、 文部省は 、 1955 （昭和 30）年に 、 教

材 等調査研究会盲学校小委員会 にお い て 、小学

部 ・中学 部 学習 指 導 要 領 の 作 成 に取 り組 み 、

1957 （昭 和32）年 3 月 15日、「盲学校小学部 ・

中学部学習指導要領
一

般編」 を文 部事務次 官通

達 を もっ て 公表 し、 1957 （昭和 32） 年度か ら実

施 した 。 各教科 の 目標 は、小学校 または中学校

の 各教科の 目標 に準ずる こ ととされ 、理科の留

意点は 、次の よ うに示 され て い る 。

・観察実験 など の 学習活動 を なる べ く多 く用意

し、 その 際 に は視 覚以外の 感覚 の 働 きに よ っ て

具体 的な知識 理解 の 習得 と科学 的な見 かた を養

うよ う特 別 の くふ うと配慮 とを要 す る 。

・盲児童は 、空 間概念、光に関する現象の理 解

が 特 に 困難 で ある 。 これ ら に関す る教 材の 選択、

配列 やその 扱 い には特 別の 配慮 と くふ うを要す

る 。

・機械 ・器具 ・電気 ・薬品 など の 取 り扱 い に つ

い て は特別な くふ うに よ っ て 危険 防止 の 能力 と

習慣 を養 うこ とに特 に意 を用 い る 。

　 こ こ に は、盲学校の 理 科教育の 基 本 姿勢が打

ち出 され て い る 。 しか し 、 3 項 目すべ て に挙 げ

られて い る 「特 別 な くふ うと配慮」 に つ い て の

具体的な 記述 は な い 。

　　（2） 盲学校教 師の 実験 ・観察に つ い て の 意

　　　 　識

　文部省で は こ の 学習指導要領 の 作成作業 と併

行 して 、 1956 （昭和 31）年に、文部省主催特殊

教 育指導者養成 講座 を全 国 3 カ所で 開催 した 。

こ の 際、全 国 の 盲学校か ら出 され た資料 の ま と

め に よ る と （大島，1962）、理 科の 教材で 盲生

徒 の 学習 上 困難 な もの と して 、 光 に 関す る現象

の 理解 、 天体 ・宇宙の 概 念の 把握 、 動植物 の 生

態 の 観察、化学実験 の 技能、電気 に関する実験、

危険物に対す る態度、運 動に関す る もの な どが

挙げられ て い る。

　 また、 1958 （昭和33）年に は、大阪市教育委

員会 よ り 「盲学校理科教 育法の 研 究」の 研究指

定 を受 けた大 阪 市立 盲学校が、全 国の ア ン ケ
ー

ト調査 を実施 し、そ の 結果 を 「自学校理 科教育

の 根本 間題資料」 と して 1960 （昭和 35）年に発

表 して い る 。 こ こ には 、 多 くの 盲教 育関係者が

盲生徒 の 実験 を困難 な もの と考えて い る実態が

報告 され て い る 。 　
・
方で 、こ の 報告書 と同時に

発表され た 同校の 八 谷正 教諭に よ る 「盲学校理

科教 育試論」 に は 、 具体 的な実験 の 指導例 が挙

げて あ り、 盲学校の 理科実験 の 実践 に踏 み 出 し

て い た様子 が うかが われ る （林 ， 1977）。

　以上 の よ うに 、当時の 盲学校関係者の多 くは、

一
般の 小、中、高等学校で行わ れ て い る理科教

材 の 主 な もの に つ い て 、 その まま盲学校 で 取 り

あげ る に は困難 と認識 して い たが 、

一
方 で 、 発

想 を転換 し、 視 覚 に頼 らな い 理科実験 を模索 す

る動 きも始 まっ て い た 。

　　（3） 文部省主導 に よ る研 究活動

　 1955 （昭和 30）年 に、文部省が 教材等調査研

究会盲 学校小 委員会 にお い て小学部 ・中学部学

習指導要領の 作成に 取 り組 み 、 1957 （昭和32）年

の 「盲学校 小学部 ・中学部学習指導要領
一

般編 」

に結実 した こ とは先に述べ たが 、 こ の 教材等調
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査研 究委員会 に は 、当時、初等中等教 育局 主任

視学官で あ っ た大 島文義の 強力なリ
ー

ダ
ー

シ ッ

プが あ っ た とい わ れて い る （大川原 ， ユ985）。

　大島は 、 旧制高等学校 の 物理学 の 教授 を経 て 、

国定教科書 の 編集等を担当す る 図書監修官 と し

て 文部省入 りを した理科 の 専門家で あ っ た 。 そ

の 後 、 初等中等教 育局初等教育課 長 （昭和 27年

よ り特殊 教育室長併任 ）を務 め 、1955 （昭和 30）

年 2月か ら1959 （昭利 34）年 まで 初等 中等教育

局主任視学官を務め た 。 また 、文部省の 直轄学

校 時代 の 東 京盲学校 （現 筑波大学 附属 盲学校）

の 卒業式や 、 盲教 育の 研究会等 に もよ く出席し、

盲教 育 に強 い 関心 を示 して い た ． 大 島が主 任視

学宮を務め た期 間に、盲学校 の 第
一次学習指導

要領の 作成、指導者養成講座、研究指定校の 委

嘱 な どが実行 された 。 特 に 、教材 等 調査研 究会

盲学校小委員会の 理科委員会は 大島が 最 も力を

入れ 、 盲児童生 徒 の 特性 に 合 っ た理科 教材 の 配

列や 観察、実験 の方法 を検 討 して 点字で 盲学校

独 自の 教科書 を作る こ とを目標 に した委員会 で

あ っ た 。 こ の 委員 会に 同席 して い た大 川原潔は、

大 島は盲学校 の 教 師 とよ く討議 し、こ の 委 員会

は大島を講師とした理 科研 究会 の 雰囲気 を持 っ

て 進行 した と書 い て い る （大川原 ，1985）。

　盲学校の 教科書の 書き下 ろ しは結局 は実現 せ

ず、検定教科書 を修正 して 文部省 著作 本 とす る

現在 の 制度 とな っ た が 、 教 材等調査研 究会盲学

校小委員会 に お い て 研 究 され た資料 は 、 第 二 次

盲学校学習指導要 領に お ける理科の 内容 の 学年

配 当、指導計画の 作成や 指導上 の 留意事項 に活

用 され た ほ か 、 理科教 育振 興法に よ る理科設備

基準の 改訂 に反映 され た 。

　大 島は退官直後 に 「視覚 と理科指導 との 関係

一
特に 盲学校 にお け る物理 教材の 扱 い に つ い

て 　1 と い う論文 を 『初 等教育資料』 に 載せ て

い る 。 こ の 中で 、武田耕
・一

郎 、 佐 藤美奈子 に よ

る盲生徒 の 学習上 困難 な もの に 関する教師 の意

識調査 の まとめ を紹介 した 上で 、実験観察を中

心 と して 指導す る場合 の 実験機器 に つ い て 、 聴

覚 や 触覚を高度 に活用 す る もの 、 手 頃な大 きさ

の もの 、 形状 や構 造が簡単で 堅牢な もの 、容易

に転 ば な い もの 、操作に伴う危険性の ま っ た く

な い もの で なければ な らない と述 べ て い る 。 ま

た、児童生徒 に過度 の 緊張感 や不必要 な危険 感

を 与えな い よ うに して 、 実験観察 を興味を もっ

て 積極 的 に 行な うよ うに させ る 方策を、以 下 の

五 つ の 場合 に分 けて 示 し て い る （大 島，1962）。

　　 a 普通 の 実験観 察 を行 な う 。

　　 b普通 の 実験観察の
一部 を盲者向 きに改 良

　　　 し て 行な う。

　　 c 実験観 察 を簡 単化 して 行 な う 。

　　 d グ ル ー
プ で実験観察 を行な う。

　　 e 特別な実験観察を行 なう。

　上 記 a か ら e に は 、そ れ ぞ れ 説明文が あ るが 、

その 中の e に つ い て は 、 小 ・中学校 で は行 な っ

て い な い けれ ども、盲学校 で特別 な教材 と方 法

とを もっ て 行な うとよ い もの が あ る の で は な い

か と述 べ 、一
つ の 例 とし て 、盲児童生徒の 音 を

聞 く経験の 積み 上 げ を積極的に実験指導に生 か

して い くこ とを提 案 して い る 。 行政 に携 わる人

の個 人 と して の 意見 は表面 に 出る こ とが 少 な い

が、退 職後 に書か れ た こ の 論文は、大島の 盲学

校理科教 育 につ い て の 見識 を物語 る貴重 な資料

と言 える で あろ う。

　　叫 　 盲学校 にお ける先 進的 な試み

　 1950年代初め か ら、盲学校 の 理 科教 育に関 す

る先進 的 な実践が 存在 して い る。そ の 中の 4 例

を以下 に紹介す る 。

　実践例 1　 近畿地 区の 理 科教 師に よ る教科 書

　　　 　　　作 成

　 1953 （昭利 28）年、『盲学校高等部用　化学］

が近畿地区の 盲学校関係者に よる 「盲学校理科

教育研 究会」に よ っ て編集 され 、 発行 されて い

る 。 こ れ は 、 大 凵本 図書版 『化学』 を盲 学校 に

適応 させ た もの で 、弱視者及 び教 師参考用 と し

て 普通字版 も同時に 作成 され た 。 こ の 教科 書 は 、

盲学校 用の 教科 書 を書 き下 ろ そ うとした時代 の

気運 を受 けて作成 され た もの で あるが 、近畿地

区の 各校で どの よ うに実際に使用 された かは 明

らかで は ない
。

　 こ の 教 科書 に は 、 本 文 中の と こ ろ ど こ ろ に 、

約 20項 目ほ どの 実験 があ り、盲生徒が 聴覚 と触
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戦後盲学校理科教育 に おける 実験 ・観察学習 の 展開過程 に 関す る 文献的研究

覚で 反応 を知る こ とが で きる よ う工 夫 した 記述

が見 られ る 。 しか し、 盲生徒 自身の 実験 を可能

に す る 操作技術 の 記 述 は な く、実験 の 中 に は、

弱視生徒の 視力で も色 の 識別が 難 し い リ トマ ス

試験紙を用 い て い る な ど の 問題 も残 さ れ て い

る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よ ししげ

　実 践例 2　 富 山県立盲学校教諭 　林 良重 と 日

　　　　　　本化 学会
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よ し しげ

　 富山 県立 盲学校 の 教諭 で あ っ た 林 良重 は 、

1953 （昭和 28）年に 日本化学会の 教育部門の 機

関誌 に 「盲学校 にお ける生 徒実験に つ い て 」 と

題 した論 文 を投稿 して い る 。 そ こ に記述 されて

い る実験 例の 一つ に 、 結 晶水 を調 べ る実験 があ

る 。
こ こ で は 、 結晶が 結晶水を失 っ て 無水物に

な る 変化 を 、

一般 に は、硫酸銅 を用 い て 青色か

ら白色 へ の 視覚 的 な変化 と して 観 察 す る実験

を、炭酸ナ トリ ウ ム を用 い て聴覚 と触覚で確認

す る方法 に修正 して い る 。 さ らに 、 い くつ か の

実験 例 の 報告 の ま とめ と して 、 「理解 、 判 断 、

観察 の 困難は 、 視覚 を主 とす るか ら当然 そ うな

る」 （林 ，
1953） と指摘 し、 発想 を転換 し て 他

の 感 覚 を活用 す る こ と で 実験方法が 開発 で きた

と述 べ て い る 。

　実践例 3　 理 科実験指導に関する文部省研究

　　　　　　指定

　1956 （昭和 31）年度か ら、文部省は研究指定

校 の 委嘱 を開始 した 。 第 1 年 目は い ず れ も理科

の 研究指定で 、岩手県立盲学校 と富山県立 盲学

校の 2 校に委嘱 して い る 。

　岩 手県立 盲学校 に よ る 1956 （昭和 31）年 度お

よ び 1957 （昭和 32）年度報告書 に は 、 小 ・中 ・

高等部 の 25項 目の 理 科実験 ・観察の 授業に つ い

て 、単元名、実験名、実験方法、使用器具 ・薬

品等 の 項 目が 、 1 実験 に つ き 1 〜 2 頁 に ま とめ

られ て い る 。

　 1956 （昭和 31）年 度報 告書 の 、 高校 化学分野

の 実験を見る と、酸と ア ル カ リ の 実験 で 、 指示

薬 の 色 の 変化 を観察す るか わ りに 触覚 と味覚 を

活用 して い る点や 、ス ポ イ ト瓶を用い て盲生徒

が実験 に参加 で きる よ う配慮 した 点 な ど に 工 夫

の 跡が 見 られる 。 しか し、 実験操作 の ほ とん ど

は弱視生 徒が 行 っ て お り、 盲生徒 に よ る実験操

作 は補助的 な もの に とどまっ て い る 。

　文部省は、引 き続 き、 1957 （昭和 32）年度 に

は大阪府立盲学校 に 「盲学校理 科教育の 検討」

を、1958 （昭和33）年度には 高知県 立 盲学校 に

「盲学校 にお け る理科 実験器 具 の 作製 」 を委嘱

して い る 。 また 、 文部省以外 の 研究 指定 と して 、

大 阪市立盲学校 が1958 （昭和 33）年度 より大阪

市教育委員会 の 研 究指定校 とな り、「盲学校理

科教育法の 研究」を テ
ー

マ に研 究を行 っ て い る。

　実践 例 4　 高田盲学校の 琿 科教育の 実践報告

　 新 潟県 の 高 田盲 学 校 の 理 科 教 育 が 、 『講座

小 学校 現 場 の 理 科 教 育　 学 習 指導 」 の 中 に 、

「盲学校 に お け る 理 科教育」 （中村 憲三 ほ か ，

1959） と し て 掲載 され て い る。そ の 中の 、「盲

学 校におけ る理科教 育の 現状 と問題点」の うち 、

「心的活動 と技能の 発達 」の 部分に、盲児が触

覚 、 聴覚 、 味覚 ・嗅覚を活用 して対象に働 きか

け 、 総合的 に理解 し て い く様子 や 、 遊 び を通 し

て こ ど もた ちが理科 に興味 を持 つ 様 予が紹介 さ

れ て い る 。 その 記述 の 中に は 、盲児 と共 に 実験

を行 い 、 盲児の 様子 を観察 して い る 教師で なけ

れば書 けない 具体的 な描写 があ り、 意欲 的 な理

科指導が行わ れ て い た こ とが うか が われ る 。

　　（5） 理 科教 育研 究者 の 関心 と協力

　昭和 30年代頃か ら、 盲学校の 理 科教育 に関わ

りを持 ち 、 継続 して研 究 を発表 して い る研 究者

が い る 。 その 一人 は高知大学教育学 部物 理学教

室 の 大 庭景利で あ り、 もう
一

人 は秋田大学学芸

学 部の 内田 ハ チ で あ る 。

　大庭 は 、 1958 （昭和 33）年 8 月に 高知市で 開

催 され た 文部省 主 催 の 西 日本地 区特殊教 育指導

者養成 講座 にお い て 、盲学校部会の 指導助言者

を委嘱 され た の を き っ か けに盲学校 の 理科教育

に 関心 を持 ち 、 科 学研 究費の 補助 も受 け 、 1959

（昭和 34） 年以後 数年 聞に わ た り、 高知 県立盲

学校 の 協力 を得 なが ら 「盲学校に於け る 理科学

習指導 に 関する研 究」 を続 けた 。 そ れ らの 研究

の 多 くは 、野村益 盛 （高知県立盲学校教諭） と

共 同で 行わ れ た もの で 、連 名の 論文 を、『高知

大学学術研 究報告 』、 『理科 の 教育」 な ど で 発表
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鳥山　 由子

して い る 。 そ の 内容は、物理 分野 と教材開発 を

中心 に多岐 に わ た っ て い る （大庭， 1959，1960，

1961，1962）。 その 後 、 大庭 は 、 1967 （昭和 42）

年文部省編 『盲学校 理科 実験 と観察 　盲児 童

生徒 編』の 作成協力者を務めて い る 。

　内 田 ハ チ は 触 覚 に よ る観 察 に興 味 を もち、

1956 （昭和 31）年 か ら継続 して研 究 を発 表 して

い る （内田 ， 1956，1957，1958，1961）。 その 一つ

と し て 、 1961 （昭和 36）年 に、岩石 を題材 に、

「盲児被験者 （15人）、普通 児の 被験者 （24人 ）、

晴眼者 の 低 IQ 児 （10人）」 を対象 に 、 観 察の

様子を調査 して い る 。 その結論 と して 、 盲児 は 、

弁別の 方法が 狭小で あっ て も、岩石 の 本質的特

徴 を と らえて い る こ と 、 視 覚に代わ る感覚を用

い た 観察法 を学習す る こ と に よ り抽象化の 錬磨

を進め る こ とがで きる こ と、触察学習 の た め の

補助 器具 の 開発が必要 で あ る こ とな どをま とめ

て い る （内 田 ・細 川 ， 1961）。

　 2 ．1960 年代の盲学校理科教育

　　（1） 学習指導要領における理科の 記述 の 特

　　　　色

　 1964 （昭和 39）年度、 1965 （昭和 40）年度 、

1966 （昭和41）年度に わ た っ て小 学部か ら順次

施行 された第二 次盲学 校学習指導要領 に は 、 盲

学校理科実験観察 に関す る最新の 研 究成果 が盛

り込 まれ た 。 た とえば 、中学部編 に は 「指導上

の 留意事項 の
一例」 として 「沈殿 の 有無、色及

び そ の 変化 に つ い て は 、感光器 を用 い て理 解 さ

せ る よ う指導す る」 と い う記述が あ る 。 感光器

は光 の 明 暗 を音 の 高低 で示 す光 セ ン サーで あ

り、 こ の 学習指導要領 施行とほ ぼ同時期 に実用

化 され た もの で ある 。 こ の よ うに、最新の 実践

研 究の 成果 を も取 り込 ん で 、観察 ・実験 ・実

習 ・見学 な ど の 実証的学習経験 を重視 した理科

教育 を進め る こ とが学 習指導要領 に 明記 された

の で あ る 。 こ こ に、盲学校の 理科教 育はそ の 基

盤 を確立 す る こ と に な っ た 。

　　（2） 盲学校 に お ける 実践研究

　 1960 （昭和 35） 年の 全国盲教 育研 究大会 （現

全 日本盲学校教育研究大会）の 理 科分科会で は、

全 国か ら 9 題 の 発表が な され た 。そ の うち 6 題

が 実験 観察 の 指導 に 関す る もの で 、実験方法 の

具体例や 器具 の 開発 に つ い て 紹介 して い た 。 ま

た、参加者の 中か ら も各校で 工 夫 し て い る実験

を話題 に 出す な ど 、 これ まで にない 活況 を呈 し

た研 究 会 で あ っ た と い わ れ て い る （大 川 原

1985）。

　　（3〕 ウ ェ ク ス ラ ーの
“
Experimental 　Sci−

　 　　　ence 　 for　 the　 Blind
”

の 出版及 び 日本

　 　　　で の 講演会 の 実現

　 わが 国 の 盲学校 に おけ る理科実験 の 飛躍的 な

進歩の 起爆剤 として の役割を果た した の が 、ウ

ェ ク ス ラ
ー （Wexler ，　 A 。1961 ） に よ る

“
Experimental　Science　for　the　Blind

”
の 出版

（Wexler，　A ，1961）で あ っ た 。 こ れ は、世界で

初 の 、盲人 を対象に し た 実験観察に よ る理 科

（物理 ）教育に 関する著作で あ る 。

　 ウ ェ ク ス ラ
ーは 、

ロ ン ドン 大学で 自然科学教

育 の 講義 を担 当 して い た頃 に 、 イギ リス の 盲学

校 の 教 師 らと親交があ っ た 。 大学を定年退職 し

た後 、
メ ル ボ ル ン に 在住 し 、 メ ル ボ ル ン の 盲学

校の 生徒が 学校の 理 科教育で は ほ とん ど実験 を

して い な い こ と を知 り、生徒 を自宅 に招 き、 自

ら開発 した 盲人用実験器具を用 い て、盲学校の

生 徒 に実験 （主 と して物理学実験）を指導し た 。

こ れ を もと に 、 1961 年 に英 国盲 人 協会 （The

Roya ユNational　Institute　for　the　Blind ：RNIB ）

の 協 力 に よ っ て 出版 され た の が 上 記 の 本 で あ

る。 こ の 中に は 51葉 の 図版 （機器の 精密な 図や

写真）が あ り、実験 器具や 実験方法が 具体的に

記述 されて い る 。

　 こ の 出版 後 まもな く、 関東地 区盲学校理科教

育研究 会の メ ン バ ー
は、同書 の 中に、 こ こ数年

来の 自分た ちの 研究 と類似の 実験方法や 機器 が

多 くある こ と を見つ けて 、 直 ちに翻訳作業 を始

め 、 ユ963 （昭和 38）年の 全 日本盲教育研究大会

理 科部会 にお い て 配布し た 。 また 、こ の 部会の

決議が き っ かけ に な っ て 、 翌 1964 （昭和 39）年

7 月 、 ウ ェ ク ス ラ ーの 日本訪 問が 実現 し、全 日

本 盲教 育研 究 会 と理 科教 育 関係 の 4 団体 の 共

催、文 部省後援 の もとで 、京都 （全 凵本盲教育

研究会全体会場 ） と東京 （日本化学会講堂） の

一142 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

戦 後盲学校 理 科 教 育 に お け る 実験 ・観察学 習 の 展 開 過 程 に 関す る 文献 的研 究

2 会場 で 講演 会が 開かれ 、 「盲 人 の 形の 認 識 に

つ い て （Concerning　Shapes　and 　Their　Recog−

nition 　by　the　Blind）」「盲学校 の 幾何図形教授

用 具に つ い て （Apparatus 　for　teaching 　Geom −

etry 　to　 the　Blind）」 「盲学校 の 理科 機器考案の

原 理 に つ い て （Apparatus　for　teaching 　Sci−

ence 　to　the　Blind）」 の 3題 に つ い て の 講演が

なされた 。 なお、本 講演会 とセ ミナ
ー

の 報告書

に掲載され て い る盲学校教 師の 感想文に は、講

演で 語られ た ウ ェ ク ス ラ
ー氏 の 考 えと 自ら の 考

えを比較 考察 して い る もの が複数見 られる 。 こ

の こ とか ら、当時の 盲学校教師は、 ウ ェ ク ス ラ

ー氏の 講演内容を鵜呑み にす る の で は な く、 同

じ志 をもつ 先達 として尊敬 しなが らも、 主体性

を持 っ て 受け とめ て い た こ とが うか が わ れ る 。

　
“ Experimental 　Science　for　the　Blind

”
には 、

点字図表の 製作 とそ の 使用法、点字 目盛 りとそ

の 拡大法、機器の 聴覚化、探針の 使用法、光電

装 置の 使用 法な どが具体的 に示 されて い る 。 ま

た 、 盲人用 器具装 置の 開発 の 一般原理 と して は 、

聽覚化 、 触 覚化 、目盛 りの 拡大 、 イ ニ シ ア ル の

明示、単純化 を挙げて い る 。 実験項 目と して は、

電磁気の 実験 、 熱の 実験 、 光学実験 、 力学実験 、

音の 実験、化学実験 などで あ る 。 特に、硫化 カ

ドミ ウ ム （CdS） 光電素子 を用 い た 盲人用感光

器 （以下 、 感光器 と示す）は 、 同様の ア イデ ィ

ア を持 っ て い たわが 国 の 盲学校教師 に刺激 を与

え、 こ れ を機に さ ま ざま な タイ プ の 感光器が 作

られ た 。 感光器 を使 うこ と で 、 それ まで は不可

能 とされて い た 、 光 の 直進 、 反射や 屈折の 実験

を盲生徒が 行 な うこ とが 出来る よ うに な っ た だ

けで な く、 化学変化 における色の 変化 の 確 認 も

可能 に な っ た 。 また 、 感光器 に よ る 指針探 索 を

応 用 した 各種の 計 測機 器が作 られた 。

　 　（4） 盲人用理科 実験機器の 開発

　 こ の 頃 、 各国 で作 られ た盲人用機 器 に は次の

よ うな もの が あ る （林 1965）。

　 ア メ リ カ　 盲人用 マ イ ク ロ メ ータ ー

　　　　　　音の 出る テ ス タ （電流 回路試験器）

　 　　　　　バ イメ タ ル 式温度計

　 ソ 連科学 ア カ デ ミ
ー欠陥学研 究所

　　　　　　 感光器 と 、 それを用 い た液景計

　　　　　　音 に よ っ て釣 り合 い を知 る盲人 用

　　　　　　天 秤

　西 ドイ ツ 盲人協会

　　　　　　低 電圧 、 高電流 の は ん だご て

　 ス イス　　 盲 人用体温計

　 オース トラ リア （ウ ェ ク ス ラ
ー個人 に よ る）

　　　　　　感光器　その他 の実験器 具　はん

　 　 　 　 　 　 だ ご て

　 こ の よ うな趨勢の 中 で 、 ア メ リカ 盲 人協会

（American 　 Foundation 　for　 the　Blind）で は、
“
科学技術 と盲 人

”

に 関する会議 を継続的に 開

き、情報交換 に務め て い る 。

　わが国で も 、 1964 （昭和 39）年度 の 文部省科

学研 究費の 補助 を受けて 、林 らが メ ーカ ーに 働

きかけた 結果 、 次 の よ うな実験機器が 開発 され

た。

　 ・CdS 光探知機 を用 い た盲人用 光学台

　 ・化学実験箱 （転倒防止の 工 夫、プ ラ ス チ ッ

　　　　　　　 ク製 実験器具 、 粉末反応用器具 、

　　　　　　　感光器 な ど整備）

　 ・盲人用直示 天秤

　 ・盲人用線膨張試験器

　 ・盲人用交流電流電圧 計

　 ・盲人用 テ ス タ

　 ・盲 人用感光器

　　（5＞ 文 部省編 『盲 学校理 科　実験 と観察

　　　　盲児童生徒編』の 編纂

　1967 （昭和 42）年 、 文部省 で は 盲学校 理科 に

関す る 初 め て の 指 導 書 と して 、 『盲 学校理 科

実験 と観察　盲児童 生徒編』を作成 した 。 その

「まえが き1 に は 、 本 指導書 の 趣 旨 と して 、 理

科教育 は本来 、 実験 や観 察な ど の 実証 的学習経

験 を通 して 学ぶ もの で ある こ と 、 新 しい 盲学校

学習指導要領 に は理科 の 実験 ・観察 をで きるだ

け取 り入 れた こ と、 盲児 童生徒 に は不 可 能 また

は 困難 とされ て い た 分野 に つ い て も、盲入 用実

験機器 の 開発 に よ り可 能 にな っ た もの が あ る こ

とを述べ 、各盲学校に お い て 、盲児童 、 生徒の

特性 に 即 した理 科 指導 が 適切 に 行 なわ れ る よ

う、 特 に実験 ・観察 に つ い て 具体 的に解 説 した
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鳥 山　 由 子

もの で あ る と書か れ て い る （文部省　1967）。

　本書の 構 成 は、次の よ うに 3 章か ら な っ て い

る 。

　　第 1章　盲学校理科実験 、 観察 の 留 意点 と

　　　　　　機械器具

　　第 2 章　小学部理科の 実験 ・観察

　　第 3章　中学部 ・高等部理科の 実験 ・観察

　 こ の 指 導書 は 1，000部 印刷 され、 1967 （昭和

42）年 3 月に、全 国の 盲学校へ 10〜15冊 ずつ 無

料で 配布 され た 。 本書は 第二 次盲学校 学習指導

要領 の 作成 と並行 して 約 2 年 間か けて 編集 され

た もの で 、 137種類 の 図版 を使 っ て 、 実験 の 方

法を具体的に説明 した もの で ある 。

　　  　理 科教育振興法基準品 目 の 改訂 と盲人

　　　 　用実験 器具の 普及

　理科教 育振興 法 （理 振法） は1954 （昭和 29）

年か ら施行 され て い た が 、盲学校 として の 特色

が 盛 り込 まれ たの は 1966 （昭 和41）年 か らで あ

る 。 こ の と き、盲学校 の 設備基 準 に は 、小 ・

中 ・高等学校 の 新基 準に よ る設備が す べ て 入 れ

られた だ けで な く、 それ に加 えて 、 盲 人用感 光

器、盲人用 電流 計、盲人用電圧計、盲人用 は く

検電器、盲入用温 度計な ど、当時、盲人用 と し

て 開発 され て い た 実 験 器具 が す べ て 加 え られ

た 。 また 、 こ の 改訂 に当 た っ て 、 これ ら の 盲人

用実験器 具は 、 教材 基準 として全 国の 盲学校 に

整備 され た 。

　 3．1970 年代の 盲学校の 理 科教育

　　（1） 学習指導要領に お ける理科の 記述 の 特

　　　　色

　 1971 （昭和 46）年公示 の 『盲学校小学部 ・中

学部学習 指導要領 』及び 1972 （昭和 47）年公示

の 『盲学校高等部学習指導要領』に お い て は、

小 ・中 ・高等学校 の 学習指導要領 に お い て 、 予

測 、 観察 、 実験 、 分類 、 推論 、 モ デ ル 形成 、 仮

説 の 設定 、検証 な どの 「科学 の 方法」 が強調 さ

れ た こ とに倣 い 、 それ らの 科学的方法 を指導の

過程 に正 し く位 置づ ける こ と の 必要性が記 され

て い る 。 また 、 1974 （昭和 49）年 に作成 された

『盲 学校学習 指導 要領解説 』に お い て は 、 光 の

性 質、天体等 に関す る 具体 的な実験方 法 の 解 説

はある が 、 全体 と して は 、 学習指導要領改訂の

趣 旨を受 けて 、 児 童生 徒が探 求 的に観察や 実験

を 行 う必 要性 を強 調 し て い る 。 こ の よ う に 、

1970年代 の 盲学校理科教育は、未解決の 課題は

残 し なが ら も、準ずる教育 と して の 大枠を整 え、

小 ・中 ・高等学校 と共通 の 理科教育 の 課題 が 強

調 され て い る。

　　（2） 化学 実験の 基 本操作の 指導に 関する研

　　　　究

　 『盲学校理 科　実験 と観察』に は 、盲児童生

徒 に実験 を指導する場合 の 基 本的な 考え方や 、

実験方法の 修正の ヒ ン ト、盲生徒が 自らの 手で

実験 を行 うため の 盲人 用実験器 具な どが掲載さ

れて い る 。 しか し、 こ の 指導書 を参考 に しなが

ら、地方 の 公 立盲学校 で理科 の 実験指導 に取 り

組ん だ佐藤伸雄 （1972）は 、 ほ とん ど の 盲生徒

が 、 指導書に 記載され て い る よ うな実験 を行な

うこ とが 困難で あ る状 況 を報 告 して い る 。

　佐藤 と同時期 に地方 の公 立盲 学校 で 理科 を担

当 して い た 鳥山 由子 は、『盲学校理 科　実験 と

観察』 に記載され て い る実験 を盲生徒が遂行す

るた め の 前段 階の 指導 と して 、 実験 の 基本操作

の 指導が 必要 で ある と考え、1970 （昭和45）年

か ら1972 （昭和 47）年 に か けて 、中学部の 盲生

徒 2 名を対象に、化学実験の 基本操作法の 開発

と指導 を 目的 に した 系統 的 な実践研 究 を行 い 、

成果 を Eげた こ とを報告 して い る （鳥山 ， 1970，

1971， 1973，
1975）。 なお 、 こ の 実践研究 を反

映 して 、1970年代後半 か ら、理科の 点字教 科書

（文部省著作本）に、盲児童生徒の 特性 を考慮

した 実験 の 基本操作が 掲 載 され る よ うに な っ

た 。

　　（3） 生物教育 に関する実践研 究

　 1967年の 『盲学校理 科　実験 と観察　盲児童

生徒 編』は、物理 お よび化学 を 中心 に し て お り、

生物 、地学 の 実験 ・観察 に つ い て は、実施 で き

る 実験項 目や 観察材料 を並べ ただけの もの で あ

っ た 。 しか し、1970年代に 入 っ て 、 生物分 野に

お い て 意欲 的な実践研 究が 報告 されて い る 。 そ

の 一つ は 、 東京教育大学 附属盲 学校 （現筑 波大

学附属 盲学校） にお ける生物 の 授 業実践 とそ の
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理論化で あ り、もう
一

つ は、東京都恩賜上野動

物園に お ける視覚障害児の た め の サ マ
ー

ス ク
ー

ル の 実 践 と 、 「視 覚 障 害児 の 動 物 認知研 究会 」

で 行われ た研究で ある 。

　　 1 ）東京教 育大学 附属盲学校 （現筑波大学

　 　　 　附属 盲学校 ）の 生物教育

　 1971 （昭和 46）年 、 東京教育 大学附属 自学校

の 中 ・高等部の 生物担 当教諭 で あ っ た青柳 昌宏

は 「盲学校高等部 にお ける全盲 生向 き生物実験

の 開発」 と題 する論文 を 『科学 の 実験』に発表

し て い る 。 これ は、前年に 同校 に赴任 した青柳

が 、 それ まで の
一

般高校 で の 経験 をもと に 、 全

盲生 向 きに 実験方法 を工 夫 し 、 実際 に授業で 取

り上 げた実験 を まとめた もの で あ る 。 こ の 中に

は、鶏卵を用 い た浸透圧 の 実験 、光合成 に よ る

気泡の 発生 を音で観察する実験、全 盲生用 に修

正 した方形枠 に よる植物 の 調査 な どが報告 され

て い る 。 青柳 は既に
一般学校 の 生物教育で 多く

の 実績を上 げて い た 。 盲学校 の 教 育 は初め て の

経験で あ っ たが 、物理 や化学の 授業で 盲生徒が

実験や 観察 を行 っ て い る様子 を見 て 、 盲生徒 の

た め の 実験 ・観察指導 の 特 質を理解 した 。 それ

を生物の 授業 に応用 して観察や 実験 の 方法 を考

案 し、授業で 実践 した ま とめ が 本 論文で あ る。

ま た、青柳は、中学部の 理 科第 二 分 野 の 授 業に

お ける動物 ・植物の 観察指導に つ い て 、様 々 な

形態 の 授 業 を試 み 、 そ の 集大 成 と して 、 1975

（昭和 50）年度 に 、中学 部 1年 生 の 1 年 間の 生

物の 授業 （毎週 2 時間）を植物 と動物 の 観察に

当て 、観察力 を育成す る とい う思 い 切 っ た指導

計 画 を立 案し実践 して い る （青柳，1977）。

　 筑波大学附属盲学校 にお い て 青柳 の 実践 を引

き継 い だ鳥山由子 は、生徒の 観察力の 育成 の 過

程 に関する 実践研 究 を行い 、 さ らに 、 1979 （昭

和 54）年度か ら 、 高等部 1年生 の 夏季学校 にお

い て 、視覚障害の あ る生徒が 林 の 全体像 の イ メ

ー
ジ を構築す るた め の 自然観察学習 を実施 し て

い る 。 こ の 実 践 は 1980年 代 以 降 も継 続 され 、

1983 （昭和58）年か らは、観察対象をさ らに広

げて 、 盲生 徒 が 山の 植 生 分布を 山の 景観 と し て

理解す る た め の 自然観 察会の 試行 な ど、視覚障

害の 特性 に立脚 した様々 な形態の 自然観察会が

実施 され て い る （鳥山 ，
1999

，
2000）。

　　 2） 「視覚障害児の 動物認知研究会」の 研

　　　　究及び 上野 動物園 にお けるサ マ
ー

ス ク

　　 　　ール 盲児教室 の 実践

　上野動物 園内の 子 ども動物園で は 、 1965 （昭

和 40）年か ら心 身に 障害の あ る 児童 を対象に し

た ク ラ ス が開設 されて い た 。 こ の ク ラ ス は 6年

間続 き、その 経験 か ら障害の あ る子 どもたちに

対 して も日常 的 な受 け入 れ が 可 能 で あ る と し

て、 こ の ク ラ ス は解消され た 。 た だ し、視覚障

害児 の 場合 に は 、 動物 認知の 過程や素材 の 提供

な ど に 特別 な配慮が 必要で あ る と考え られ た た

め 、 1971 （昭和 46） 年度か らは視覚障害児の み

を対 象 に し た ク ラ ス が行 われ る よ うに な っ た

（遠藤 ， 1977）。 また 、視覚障害児ク ラ ス の 開催

に 当た っ て 、 都 内の 盲学校関係者 と動物 園職員

とで 研 究協議が 行 わ れ た が 、 その 後 、 こ の 発農

として 「動物 認知研 究会」 が作 られた （中 田 ，

1977）。

　 こ の 研究会で は 、 盲児 の サ マ
ース ク ール 開催

の 準備 と して 、 1971 （昭和 46）年 4 月か ら 3 ヶ

月間、都 内の 盲学校小学 部 1 、 2年 生の 数名の

盲児を土 曜 日の 放課後、子 ど も動物園 に招い て

実際 に動物 に触 れ させ 、盲児が動物 を理 解 して

い く過程を観察 しなが ら、動物の 身体の 部位の

位置 関係 、 動 物の 基 本形態 を さわ らせ る方法 、

各部位 をまん べ ん な くさわ らせ る た め の 指示方

法、不必要 に恐 れ させ ず に、自ら進 ん で 触れ さ

せ る ため の 配慮、興 味 の 持続 や年齢 な どに よる

対応 な どが 研 究 さ れ た （遠 藤 ・粗谷 ・
中村 ，

1977）。

　4． 1980 年代の盲学校の理科教育

　 　（1） 学 習指 導要領 に おける理科 の 記 述の 特

　 　　 　色

　 1979 （昭和 54）年 に公示 され、1980 （昭和 55）

年 よ り小学 部か ら順 に実施 された 『特殊教育諸

学校学習指導要領』にお い て は、小 ・中学校 の

学習指導要領改訂の 趣旨に倣 っ て指導内容 を基

礎的 ・基 本的事項に精選する と ともに、学校種
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ご との 配慮事項が 示され た 。 盲学校に つ い て は 、

（1脂 導計画の 作成 と内容の 取 り扱 い に 関 して

は 、   自然の 事物や 現象に つ い て の 直接経験の

重視 、   基本 的な科学概念 と科学 の 方法 の 習得 、

  内容の 順序な どの 工 夫 （小 学部 の み ）、 （2 ）指

導上 の 配慮事項に 関 して は 、   感覚の 活用 と技

能の 習得、  教材 ・教具 の 工 夫と活用 、  事故

防止 な どの 配慮の 5 項 目 （小学部 は 6 項 目） に

整理 され た 。 こ れ らの 項 目は、 こ の 約 10年後 の

1989 （平成元 ）年に告示 され た学習指導要領 に

も踏襲 され て い る 。 こ こ に示 され た理 科の 配慮

事項 は今 日 まで ほ と ん ど変化 が な い こ とか ら、

1980年代初頭 を もっ て 、 学習指導要領 の 記述 に

お い ては 、今 日に続 く盲学校理科教 育の 内容が

ほ ぼ 完成 した と い える 。

　　（2） 文部省編 『観察 と実験の 指導』の 発 行

　 1986 （昭和 61）年 に 、 文部省編 『観 察 と実験

の 指導』が 発行 さ れ た 。 1967 （昭和42）年に 発

行 された 「盲学校理科 　実験 と観 察　盲児童生

徒編』に続 く教師用指導書で あ る。こ の 二 つ の

指導書発行の 間に は 18年の 歳月が あ り、そ の 間

に 2 度 の 学 習指導要領 の 改訂が あ っ た 。 また 、

こ の 間に、盲学校 に おけ る理科実験 ・観察の 方

法に も大 きな進歩が あ っ た 。 そ こ で 、そ れ ら の

成果 を取 り入 れ て 、内容 を
一

新 した 新 し い 教師

用指導書が発 行 され る こ と に な っ た の で ある 。

こ の 指導書 は 、 総説 、 小 学部低学年 にお ける指

導、物理 的内容 の 指導 、 化学的内容の 指導、生

物的内容の 指導、地学的内容の 指導 とい う構成

に な っ て お り、遊 びを中心 に した 小学部低学年

以外の 部分 で は、小、中、高等部の 区別 を して

い な い 。 また 、内容 も、 例 えば化 学的 内容 の 指

導 に 関 して は 、 盲学校 に おける化 学実験 の 特 質 、

触 っ て分か る化学変化、 にお い の 変化 に注 目す

る化学実験、温度 変化 に注 目す る 化学実験 、 感

光器 を活用 した化学実験 、化 学実験 の た め の 基

本操作、加熱 の 方法、定量 の 方法、安全 へ の 配

慮 と指導 とい う構成 で、学年 を超 えて 、化学実

験指導の 着眼点や 観察の ポ イン トを示 した構 成

に な っ て い る 。

　本書が発行 され た 1986 （昭和 61）年10月 には 、

全 国の 盲学校 の 理 科の 教 員 （各学校か ら の 代表

者） を対象 に 、指導書 の 趣 旨 と活用 に 関す る文

部省主催 の 講習会が東京 で 開か れた 。

　　（3） 盲学生の 大学理 科系へ の 進学

　 1983 （昭和 58）年 、 国際基 督 教大 学 （以 下

ICU と略す）の 理学科 に 物理学専攻を志望 する

盲学生 が 入 学 した 。 そ れ まで に 、我 が国で は、

物理 学専攻の 学生 が大 学院で 失明後勉学を続け

た 例 は あ っ た が 、 盲学校 の 生徒 が点字で 入学試

験 を受 けて 理科系 学部 に進学 した の は 、 こ れが

最初 の ケ
ース で ある 。 ICU で は 、1981年に 出 さ

れ た ア メ リ カ化学会 の 身障学生 に化学 を教 える

手引 き書 （The 　 American 　Chemical 　Society

Committee　on 　the　Handicapped ，1981）な どを

参考に 、学 生の 出身校 で もある筑波大学 附属盲

学校の 支援 を得て 、物理 実験、化学実験の 指導

上 の 配慮 、 テ キ ス トの 点訳体制 、 レ ポ ー トの 提

出方法な ど に つ い て 検討 を重ね 、基本方針の 立

案 、
コ ース が始 まる前の 準備が行 わ れ た （ICU

1987）D

　 l986 （昭和61）年に は、東京大学理 科 1類 に

盲学生 が入 学 した 。こ の 学生 は 、 数学志望 で あ

っ たが 、 受験 に 当た っ て の 大学側 と盲学校 と の

話 し合 い の 焦点 は 、理科 工類 の 必須科 目で あ る

物理実験 、化学実験 を盲学生 に どの よ うに履修

させ る か とい うこ とで あ っ た 。 東大の 教 官有志

は 、 盲 学校 の 授業 を参観 した り、 盲学校教 師 と

の 話 し合 い を行 うだけで な く、既 に 盲学 生が在

学 して い る ICU を訪 問 して 情報収集を行 っ た

（綿 抜 ， 井上 ， 1988）。また 、そ れ ぞ れ の 実験 を

担当す る実験室の 助手が 盲学生 の 実験の ア シ ス

タ ン トを務 め た 。

　 日本化学教育 部会で は 、 ICU お よ び東大 に お

ける 盲学生の 化学実験 履修の 実際 を記録に残す

た め 、 教育部 門の 雑誌 『化学 と教育 』に 「視覚

障害者 の た め の 化学教 育」 を特集 した （日本化

学会 ， 1988）。

　そ の 後、化学専攻で 盲生徒の 大学進学が初め

て 実現 した の は 、 物理学専攻学生 の 事例 か ら15

年 を経 た 1999 （平成 ll）年 で ある 。 こ の ときは 、

イギ リ ス の 先行事例 が 我が 国の 大学 の 入 試受験
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戦 後 盲 学 校 理 科 教 育 にお け る実 験 ・観 察 学 習 の 展 開過 程 に 関す る 文 献的 研究

許可の 鍵 とな っ た 。

　 イギ リ ス で は 、 1965年 か ら1968年 にか けて 、

進学校で ある ウ
ー

ス タ
ー

盲学校 にお い て、ナ フ

ィ ール ド財 団の 支援 に よ り、 盲生徒 に GCE の A

レ ベ ル の 数学 と物理 学 を履修させ る 可能性を探

る プ ロ ジ ェ ク ト研究 が実施 された 。 A レ ベ ル 試

験 に は実験 の 実技試験 が含 まれ て い る ため、盲

生徒の 実験 を可 能に する方法や 必要な実験器具

が 、ウ ース ター工 業高校の 協力 も得 て 作成 され

た 。 こ の 研究 に よ り、 盲生徒 の 数学 お よび物理

学 の A レ ベ ル の 履修が 可能 に な り、 1969年に は 、

盲生徒が マ ン チ ェ ス タ
ー大学 の 電気工学 の コ

ー

ス に進学 して い る 。

　 こ の 情報は、ユ967年 にボ ス ト ン で 開か れ た 国

際盲教育者会議 （lnternational　Counci1　of 　Edu・

cation 　 for　 the　 Blind　 Youth ： ICEBY 、現在の

International　Council　for　Education　of　People

with 　Visual　Impairment ： ICEVI）に参加 した

林 良重 に よっ て 日本 に も伝 え られた 。 その 後 、

，kl11に よ っ て、イギ リ ス の ウ
ース タ

ー盲学校 と

の 情報交換が 続け られ （鳥 山，1986）、1999 （平

成11）年の 我が 国にお ける盲学 生の 大学化学科

へ の 受験 ・入学に 当た っ て は、 ウ ース ター盲学

校か らケ ン ブ リ ッ ジ大学化学科 に進学 した 盲学

生 の 実績 に関す る情報が 、 盲学校 か ら大学 に提

供 され 、 受験 許可の 判 断に大 き く影 響 した と言

わ れ る 。 こ の こ とに よ り、障害 の 発生率が 低い

視 覚障害教育に お い て 、 国際的 な事例 の 蓄積 と

リア ル タイム の 情 報交換の 意義 があ らためて 認

識 された と言 える 。

　　（4） 実験用計測器の デ ジ タル化

　 1980年代末頃か ら 、 デ ジ タ ル 計器 とパ ソ コ ン

の 普及 を背景 に して 盲人用 実験機器 は様変 わ り

を見せ た 。 特 に、電子 天秤 など の 計測機器 の 音

声化が 容易に な っ た こ とで 、視覚障害者に も精

密 な定量 実験 が可 能に な っ た 。 こ の こ とは 、特

に 、 理科系 （実験系）の 大学 へ の 盲学生 の 進学

を可能 にす る要 因 とな っ た 。 また 、

一般 の デ ジ

タ ル 計器 をパ ソ コ ン と組み 合わ せ て 音声化する

こ とが可 能に な っ たため、盲人用 実験機器 を個

別に 開発する の で は な く、汎用 性 が 高 く、視覚

障害者 に使 い や す い パ ソ コ ン とア ダプ タ の セ ッ

トが 求め られ る よ うにな っ た 。

　 ア ナ ロ グ 式計測器 も教育上 は必 要 で あ る た

め 、 今 後 と もす べ て の 機器が デ ジ タ ル 化 され る

わ けで は な い 。 しか し 、 音声式 デ ジ タ ル 計測器

の 普 及は、盲学校 の 理科実験 にお ける測 定 の 精

度の 向上 とい う課題の克服に寄与する もの で あ

っ た 。

　 　（5） 盲学校教 師の た め の 研 究組織 の 整備

　 　 1 ） 日本視覚 障害理科教 育研 究会の 発足

　盲 学校の 教 師の 研究会 として は 、全 日本盲学

校教 育研 究会 （略称 、全 日盲研）が あ り、毎年

夏に 大会が 開か れ て い た 。 しか し、理 科の 分科

会が 3 年 に 1度 で ある こ とや 、 継続参加が難 し

い 事情 な どか ら、研 究会 と しての 蓄積が で きて

い な か っ た。 こ の 問題 の 解決の た め に、有志の

研究会とし て 、 1980 （昭和55）年11月に 日本視

覚障害理科教育研 究会 （Japanese　Association

of　Science　Education　for　the　Blind　：JASEB）

が発足 した 。

　本研究会 は、事務局を筑波大学附属盲学校に

置 き、全 国の 盲学校の 理 科教育に 関す る情報交

換 、 毎年 1 回の 研究大会の 開催 、 お よ び毎年 1

回 、 機関誌 「JASEB 　NEWS 　LETTER 」の 発

行 を現在まで 続 けて い る 。

　　 2）筑波大学公 開講座 「盲 ・
弱視児童生徒

　　　　理 科実験指導研修講座」の 開設

　 1987 （昭和 62）年 度か ら、 筑波大 学の 公開講

座 と して 、「盲 ・弱視児 童生徒 理科実験 指導研

修講座 」が開か れる よ うに な っ た。当初は 、筑

波大学 の 大川原潔教授を実施責任者 と して 、 筑

波大学 附属 盲学校の 理科 の 教 師に よる実技指 導

を中心 に 、 その 他の 講義 を加 えて 3 日間の 日程

で 実施 され た 。 こ の 公 開講座 は 1989 （昭和64）

年度 ま で 毎年 1 回継続 して 開か れ た 。 そ の 後 、

諸般の 事情 に よ り 3 年 間中断 し て い たが 、 1993

（平成 5 ） 年 度 よ り、 筑 波大学 附属盲 学校 を会

場 に 2 日間 （11時 間）の 日程 で再 開 され 、 現在

も続 い て い る 。 内容 は 、 生 物 分野 、 地学分 野 、

物理分 野、化 学実験 の 基本 的な実験 ・観 察の 実

際 の 指 導が 中心 とな っ て い る。
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】V 　まとめ と考察

　 1．各 時代 の まとめ

　　（1） 1950年代 の 盲学校理 科教育 の 到 達点

　 1950年代の 理 科教育は 、 準ずる教育 とい う国

の 基 本方針 を受けて 、盲学校に お い て も実験 や

観察 に基 づ く理 科教育 を行 うべ きで あ る とする

考えか ら始 ま っ た 。 しか し、 盲学校 の 教師 の 多

くは 、盲児童生徒 に は ほ とん どの 実験 が困難で

ある と考 え て い た 。

一
方、新 し い 教育課程編 成

に向 けて の 研究が文部省主 導で 進め られた 。 そ

の 推 進力 の 役割 を果 た した大 島文義は 、 理科 の

専門家の 立場か ら、盲学校で は 困難と され て い

る実験 も、発想 を転換 し盲児童生徒 の 視覚以外

の 感覚を活用 する こ とで可 能 にな る と考えて い

た 。 文部省 に よ る 最初 の 研究 指定校 に理 科実験

の 研 究課題が与 え られ た こ とは 、 文部省の 盲学

校理 科教 育 に 関す る前 向 きな意 識 を表 し て い

る。

　現 場の 教師 の 中に も先進的 な実践 が 生 ま れ て

い た 。 高 田盲学校 の 実践 で 強調 されて い る盲児

の 視覚以外 の 感覚 の 活用 、 大 阪市の 研 究指定校

に な っ た 大 阪市立盲学校 の 八 谷正 の 実践、富 山

盲学校の 林良重 に よる、実験 材料や 操作方法を

柔軟に修正 しつ つ
一般 の 学校 と同 じ 目標を達成

し よ うとする化学 実験指導な ど、今 日の 盲学校

理科 教育 に つ なが る実践 も1950年代末 に は生 み

出され て い た 。

　 また、盲学校の 理科実験 ・観察に関 わ りを持

っ た理科教育研究者に は 、 後 に 、盲学校理科教

育の 指導書作成等 に関わ っ た大庭景利 な ど もい

た 。

　 　（2｝ 1960年代 の 盲 学校 理科 教 育 の 到達 点

　　　　と、残 され た問題

　 1960年代に は 、 盲生徒 に対 して も実験や観察

に よる実証 的な理 科教育を行 うこ とが学習指導

要領 に明記 され、そ の ため の 条件整備が行 われ

た 。 特に 、 1967年の 『盲学校理科　実験 と観察

盲児童生徒編』に よ り、 盲学校児童生徒 に困難

とされて い た実験 の うち 、 少 くとも物理 ・化学

にお い て は 、通常の 高等学校 程度に実験 ・観察

が 可 能で ある こ とが 示 され た。こ の よ うに して 、

こ の 時期 に 盲学校 理科教 育の 基礎が確立 された

と言える で あろ う。

　 しか し、 「盲学校理 科　実験 と観 察　盲児童

生徒編』 を 、 現代 の 目で 見れ ば 、 不十分 さが 目

立 つ こ とは 否め な い 。まず、第
一

の 問題 は、生

物 ・地学 に つ い て は、実施で きる も の を散発的

に並べ た に すぎな い こ とで ある 。次 に、物理や 、

化学の 実験方法 にお い て は 、新 た に 開発 され た

盲 人用実験 器具の 使 い 方や 、 実験器具の 製作方

法が 示 され て い るが 、そ の 操作を盲児童生徒が

遂行 で きる よ うに す る ため の 指導法が 示 され て

い な い こ と で あ る 。特 に 、 盲児童生 徒の 実験 ・

観察 の 指導 にお い て 重 要 な入 門期 の 系統 的な指

導 に つ い て 、 1960年代 に は 、 まだ具体的 な実践

研究 は行わ れ て い な か っ た 。

　　〔3） 1970年代 の 到達点

　 1970年代 に は 、 1967 （昭和42）年に 発行 され

た 「盲学校 理科 　実験 と観察　 盲児童編 』にお

い て 不十分 で あ っ た分 野 の 実践研究 が 進 ん だ。

そ の
一

つ は 、化 学実験の 基本操作 な ど、入 門期

の 系統 的な指導法で あ り、 もう
一

つ は 、 生物分

野 の 実 践で あ る 。 牛 物分野 の 実験 ・観 察 は東京

教育大 学 （現筑波大学）附属盲学校 の 青柳昌宏

に よ っ て 精力的 に進 め られた 。 青柳 の 附属盲学

校へ の 赴任 は、一
般高校の 生物教育に実績が あ

る教 師 を求め た 同校 の 採用人事 に よる もの で あ

っ た 。 青柳 は、後 に 、 同校 に お ける 自分 の 使命

は 、物理 ・化学分野 に比 して遅 れ て い た 生物分

野 の 指導法を開発する こ とで あ っ た と語 っ て い

る （青柳，1998）。

　 もう一
つ は、上野動物 園で実施 された 盲児 の

動物観 察に 関す る実践研 究で あ る 。 こ の研 究 は、

動物園 と盲学校の 協力 に よ っ て 進 め られ た が 、

その 推 進力 は 、 上 野動物園の 遠藤悟郎 で あ っ た 。

その 成果は 、サ マ
ース ク ール の 視覚 障害児 ク ラ

ス として、現在に続 い て い る。

　 1970年代 は、1960年代に基礎が 確立 した盲学

校理科教育に欠 けて い た もの が 、 きめ細 かな実

践 に よ っ て 補填 され 、準ず る教育 として の 盲学

校の 理科教 育 の 体系 として 充実 した時期で ある

と言える で あろ う。
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　　 （4〕 1980年代 の 到達点

　 1980年か ら小 学部か ら順次実施 され た学 習指

導要領に お い て は、今 日 の 盲学校理 科教育に 通

じる 記述 が 見 られ 、学習指導要領に お い て は、

盲学校 理科教 育の 枠組み は完成 して い た 。 その

よ うな枠組 み を背景 に 、 1980年代 に は、1980

（昭和 55） 年の 日本視 覚 障害理 科教 育研 究会

（JASEB ）の 発足、1986 （昭和 6ユ）年の 文部省

編 『観察 と実験の 指導』の 発行 、 1987 （昭和 62）

年の 筑波大学主催 「盲
・
弱視児童生徒理科実験

指導研修講座」の 開設等、盲学校の 理 科教育に

お ける全国的か つ 恒常的な情報交換 と研修の 組

織 が作 られた 。

　 また 、 1983 （昭和 58）年の 盲生徒 の 大学理科

系学部へ の 進学 に よ り、視 覚障害理科教育の 場

が、盲学校 か ら大学 に まで広 が っ た 。 1980年代

末に は、デ ジ タ ル 計器 とパ ソ コ ン の 普及を背景

に して 、 盲人用 の 計測 機器 は大 きく進歩 し 、 大

学 に おける視覚 障害学 生の 理科 実験 の 可能性 の

拡大に も影響 を与え た 。 また 、 大学 の理科系学

部へ の 盲生徒 の 進学に当た っ て は、国際的な情

報交換の 有効性が認識 され た 。

　 2．盲学校理科教育 の発展の 要 因

　戦後 の 盲学校 にお ける理科教 育の 発展 の 中心

は 、 視覚障害児童生徒の 感覚の 活用 の 様子に 共

感 した盲学校 の 理科教 師の 意欲的 な実践 で あ っ

た 。 その 中に は 、 ユ950年代 か ら化学分野 に お い

　 　 　 　 　 　 よ ししげ

て活躍 した林 良重 、1970年代 に生物分野 で 盲学

校 の 特色あ る授業形態 を作 りだ した青柳 昌宏 な

ど、高校理 科教育で顕著な実績の あ る教師が い

た 。 こ の よ うな先駆者 の 優 れ た 教育実践 は、盲

学校の 理科教育 の 発展 にお い て 、 教 科指導の 専

門性 を有する 人材 を得 る こ と の 重要性 を物語 っ

て い る 。

　そ れ に加 えて 、 盲学校 の 理 科教 育の 歴史 に お

い て特筆すべ き は、理 科教育研 究者の 関与で あ

る 。 理科教育で は、元来、 自然 界の 情報 は多様

で あ り、 実験 ・観察 に 当た っ て は 五 感 を使 うこ

とが基 本 とされ て い る 。 盲学校 の 理 科教 育の 実

際に触れ て 視覚以 外の 感覚の 活用 に 関心 を抱 く

研 究者があ っ た こ とは、理科教 育の 本質に鑑み

て 必然で あ っ た と考 え られ る 。 そ の よ うな研 究

者の 代表 として、大 島文義 とウ ェ ク ス ラ
ーを挙

げる こ とが で きる 。

　大島文義は、1950年代に 、 文部 省に お い て 特

に盲学校の 理科教育の 発展 に 強力 な リーダーシ

ッ プ を発揮 した 。 その 背景 として 、文部省 人省

前は 物理学の研究者で あ っ た大 島は 、当時、多

くの 盲学校の 教師が 不可能 と考えた理 科実験 の

多 くを 、 工 夫 に よ っ て 可能 な もの と考 えて い た

か らだ と思われ る 。

　また 、1960年代初頭に
“
Experimental 　 Sci−

ence 　for　the　 Blind
”

を著 して イギ リス と 日本

の 盲 教育 に 大 きな影 響 を与 えた ウ ェ ク ス ラ
ー

（Wexler，　 A ．） は 、 物 理学 の 大 学教 師 とい う資

質を背景 に教材 ・教 具 を開発 し、盲生徒 の 実験

が P］
’
能で ある こ と を確認 して い た 。

　こ の ように、我 が国 にお ける戦後の 盲学校理

科教育は 、一
般の 理科教育にお い て優れ た実績

を有する先人 を リーダー・とし、 視覚障害児童生

徒 の 視覚 以外 の 感覚 に着 目した盲学校現場 の 授

業実践の 継続 に よ っ て 、 今 日 の 姿に 発展 した と

言える で あろ う。
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A  Bibliographical Study on  Developmental  Process  ofExperimental  Science for

          Students with  a  Visual Impairment in the  Post  War  Period

Yoshiko  TORIYAMA

  This paper presents through documentary records,  the hlsteric develQpment in which  experiments

and  observations  in science  education  in schools  for the blind has become comrnonly  practiced, a  field

which  was  believed to be impossible to perform  before the War.  As  a  result,  during the 50 years from

1950's, it becarne evident  that practical research  and  educational  system  implementation have been

enthusiastically  and  rapidly  persued by the  Ministry of  Education, teachers  of  schools  fbr the blind,

and  science  education  researchers,  By  focusing on  each  decade, the achievernents  in the development

of  science  edncation  for the  schools  fbr the  blind was  revealed.  In the  50's, the  difficulties and  obsta-

cles ofexperirnents  by blind pupils and  students  were  recognized  through actual  practice, In the 60's,

with  the development of  tools for the  blind such  as  light-preve, physics and  chemistry  experiments

have become  possible. And  in the 70's, with  the progress in practical research  jn teaching methods,

efficient  instructions not  only  in physics and  chemistry  but also  in biology observation  was  developed

based on  the appropriate  needs  ofvi  sually  impaired pupils and  students.

Key  Words: school  for the blind, science  education,  experiment,  observation,  teaching materials  and

          tools, teaching methods
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